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５
　
遺
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集
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祭
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遺
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６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
―
鎌
倉
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

香
住
ヱ
ノ
田
遺
跡
は
、
豊
岡
市
街
地
か
ら
約
四
ｋｍ
南
東
に
あ
り
、
標
高
約
二

Ｏ
Ｏ
ｍ
の
三
開
山
の
東
山
麓
に
所
在
す
る
。
比
高
約
四
〇
ｍ
の
独
立
性
丘
陵
の

南
裾
部
が
調
査
地
で
、
北
側
か

ら
幅
狭
く
降
り
て
く
る
谷
の
開

口
部
で
も
あ
る
。
標
高
は
入
ｍ

前
後
を
測
る
。

丘
陵
と
そ
の
周
囲
で
は
、

市

・
県

・
民
間
な
ど
に
よ
る
開

発
を
要
因
に
、　
一
九
八
七
年
１

一
九
九
二
年
に
か
け
て
随
時
、

調
査
を
行
な

い
、
墳
墓

。
古

墳

・
横
穴
墓

・
竪
穴
住
居

・
掘
立
柱
建
物
な
ど
、
弥
生
中
期
前
半
か
ら
鎌
倉
時

代
に
か
け
て
の
遺
構
と
、
弥
生
後
期
１
古
墳
前
期
の
上
器
を
主
体
と
し
た
多
量

の
遺
物
を
検
出
し
て
い
る
。
遺
物
に
は
、
若
千
量
の
縄
文
土
器
も
含
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
市
域
で
は
代
表
的
な
複
合
性
の
遺
跡
で
あ
り
、
ニ
ノ
田
遺
跡
群

と
総
称
し
て
い
る
。

本
簡
が
出
上
し
た
今
回
の
調
査
地
は
、
こ
の
う
ち
の
井
走
地
区
に
あ
た
り
、

民
間
宅
地
開
発
に
伴
う
調
整
池
の
予
定
場
所
で
あ
る
。
木
簡
は
、
Ａ
区
１
７
と

し
た
約
二
五
ポ
の
長
方
形
区
画
内
か
ら
、　
一
点
が
破
片
と
な
っ
て
出
土
し
た
。

排
土
か
ら
の
採
集
で
は
あ
っ
た
が
、
地
表
か
ら
約

一
・
三
ｍ
の
暗
白
灰
色
粘
質

土
の
直
下
付
近
に
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
位
置
は
、
斎
串
な
ど
の
木
製
祭
祀
具

や
人
世
紀
の
須
恵
器
を
含
む
溝
Ｉ
の
埋
土
上
部
付
近
に
あ
た
る
。
溝
Ｉ
は
、
幅

一
・
五
ｍ
前
後
、
深
さ
約
○

。
人
ｍ
で
、
丘
陵
を
背
に
し
て
北
東
か
ら
、
谷
日

方
向
で
あ
る
南
西
に
下
っ
て
い
る
。
北
隣
り
に
も
溝
Ｉ
に
併
走
す
る
や
や
規
模

の
小
さ
な
溝
Ⅱ
が
あ
り
、
同
時
期
の
須
恵
器
と
と
も
に
、
木
の
細
枝
や
木
製
品

の
加
工
時
の
も
の
ら
し
い
微
細
な
削
り
か
す
な
ど
を
含
ん
で
い
た
。

山
裾
側
に
拡
張
し
た
区
画
で
は
、
両
溝
は
接
し
て
ひ
と
つ
に
な
る
ら
し
く
、

明
確
に
は
検
出
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
谷
奥
の
北
方
向
に
曲
が
っ
て
の
び
て

い
る
。
そ
の
屈
曲
部
の
あ
た
り
に
、
板
材
を
用
い
た
水
路
状
の
施
設
が
二
本
み

つ
か
り
、
下
部
に
は
内
幅
が
四
〇
伽
の
も
の
、
上
部
に
は
内
幅
三
〇
卿
の
も
の

が
、
わ
ず
か
に
ず
れ
て
重
複
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
主
軸
を
南
北
方
向
に
と
っ

て
い
る
。
下
部
施
設
の
北
側
小
日
に
は
、
上
端
に
方
形
の
く
り
こ
み
の
あ
る
横

(城 崎)



板
を
立
て
て
固
定
し
て
お
り
、
こ
れ
は
水
量
調
整
の
堰
板
ら
し
い
。
こ
れ
ら
二

つ
の
水
路
施
設
は
、
溝
か
ら
の
取
水
施
設
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
溝
や

水
路
施
設
の
周
辺
に
は
、
祭
祀
具
そ
の
他
の
木
製
品
が
散
在
し
て
お
り
、
若
千

の
須
恵
器
を
伴
っ
て
い
た
。

す
ぐ
背
後
に
丘
陵
が
せ
ま
っ
て
い
る
立
地
や
、
木
製
祭
祀
具
の
広
が
り
が
こ

の
拡
張
区
画
で
ほ
ぼ
終
わ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
あ
た
り
で
祭
祀
を
と
り
行

な
っ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

木
製
祭
祀
具
は
、
斎
串
を
主
体
に
、
人
形

・
馬
形

・
鳥
形

・
刀
子
形
な
ど
が

一
五
〇
点
ほ
ど
あ
る
。
土
器
は
比
較
的
少
な
い
が
、
須
恵
器
の
蓋
杯

。
高
杯

・

壼

・
甕

・
横
瓶
な
ど
が
あ
り
、
高
台
が
つ
く
杯
身
で
は
硯
に
転
用
し
た
も
の
が

日
に
つ
い
た
。
ま
た
、
墨
書
須
恵
器
が

一
点
あ
り
、
無
高
台
杯
身
の
外
底
部
に

「神
田
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
平
安
期
の
も
の
が
少
量
混
じ
る
も
の
の
、
ほ

ぼ
八
世
紀
中
頃
の
年
代
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
木
簡
も
、
こ
の
時
期
に
祓

え
に
伴
っ
て
廃
棄
さ
れ
た
遺
物
で
あ
ろ
う
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①
　
。
「
召
史
生
奈
胡
□

何
故
意
□
□
不
召
今
怠
者
大
夫
入
坐
」

「
牟

待
申

物
曽

見

ミ
与

見

馬
与
　

エ
ハ
ロ
ロ

日
妊
酎〔領

ヵ
〕

卜
『
『
×
∞
嗚
×
∞
　
Φ
μ
μ
Ｘ

上
端
か
ら

一
一
帥
、
下
端
か
ら

一
三

・
五
側
に
あ
る
三
カ
所
の
折
れ
は
、
刀

子
な
ど
で

一
方
か
ら
切
り
目
を
入
れ
て
折
っ
た
も
の
で
あ
る
。
文
字
は
表
裏
で

一
文
と
な
り
、
送
り
仮
名

（助
詞
）
が
右
に
寄
せ
て
小
さ
く
表
記
さ
れ
る
宣
命

体
に
な
っ
て
い
る
の
が
注
目
で
き
る
。
文
章
内
容
は
、
郡
衛

（ゝ
こ
の
場
合
、
出

石
郡
衛
）
の
官
人

（主
帳
・
少
領
の
連
名
）
が
国
衛
の
官
人

（史
生
）
を
呼
び
出
そ

う
と
し
た
め
ず
ら
し
い
も
の
で
、
地
方
に
お
け
る
郡
衡
と
国
衛
、
あ
る
い
は
郡

司
と
国
司
の
政
治
的

。
行
政
的
関
係
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

た
だ
、
出
石
郡
衛
と
は
考
え
に
く
い
当
遺
跡
に
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
も
た
ら
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さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
背
景
で
廃
棄
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
は
残
ろ
う
。

ヱ
ノ
田
遺
跡
群
で
は
、
独
立
性
丘
陵
の
中
腹
か
ら
奈
良
時
代
の
掘
立
柱
建
物

群
、
東
方
の
山
裾
か
ら
は
平
安
時
代
の
大
型
掘
立
柱
建
物

・
井
戸
、
さ
ら
に
尾

根
上
か
ら
は
須
恵
器
蓋
杯
を
火
葬
骨
容
器
と
し
た
奈
良
時
代
の
墳
墓
な
ど
が
み

つ
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
約

一
臨
以
内
の
距
離
に
、
木
製
祭
祀
具
の
出
土
地
が

ニ
カ
所
、
大
字
と
し
て
の

「
三
宅
」
＝
ミ
ヤ
ケ
の
地
名
、
古
代
寺
院

「薬
琳

寺
」
推
定
地
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
遺
跡
周
辺
は
律
令
期
に
お
け
る
但
馬
国
出
石
郡
穴
見
郷
の
行

政
的
中
心
地
で
あ
り
、
今
回
の
調
査
地
は
、
実
態
は
不
明
確
で
は
あ
る
が
そ
れ

に
伴
う
祓
所

（は
ら
え
ど
）
で
あ
る
可
能
性
を
考
え
て
お
き
た
い
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読

・
撮
影
な
ど
に
あ
た
り
、
館
野
和
己

・
古
尾
谷
知
浩

・

東
野
治
之

・
田
中
忠
雄

・
平
川
南

・
佃
幹
雄
の
各
氏
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
。

９
　
関
係
文
献

豊
岡
市
出
土
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー

『と
よ
お
か
発
掘
情
報
』

一
（
一
九
九

六
年
）

（潮
崎
　
誠
）




